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測定した。腫瘍の組織型は腺癌 4例、扁平上皮癌１例、骨肉腫 1例で、CT 上の腫瘍径は 5.9か
ら 21.5mm、肺の表面からの距離は 0.16mm から 34.0mm であった。D/S 値は 0.01 から 3.3
で 6 例とも検出可能であり、気管支、血管とも区別可能であった。１例では肺腫瘍摘除前の胸
腔内でも測定し、CTで大きさは 15mm、深さは 34mmの腫瘍であったが検出された。  
 現在までの報告で、開胸手術時の手指での触診も含めて D/S が１あるいは 2 未満の腫瘍が検
出できる可能性あると報告されている。今回のブタ生体肺の実験では腫瘍の大きさ 10mm 未満
かつ D/Sが１未満の腫瘍の 90％が検出できた。一般にブタ肺はヒト肺より硬いため空気噴流で
肺が陥凹しにくく、ヒト肺より検出が難しい。実際にヒト肺においてはD/S＞2の全 5例におい
て検出可能であった。センサーは手指での触診と同等の検出能力を有すると考える。我々の非接
触式センサーは胸腔鏡下での小型肺腫瘍の検出において安全かつ有用であると結論づける。 
 
 
 
